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要旨 

本アプリケーションノートでは、SH7455 グループ/SH7456 グループ（以下 SH7455）のダイレクト RAM イ
ンプットインタフェース（以下 DRI）を使用したサンプルコードについて説明します。 

 

サンプルコードの特長を以下に示します。 

 DRI を特殊モードで動作させ、カメラモジュールからの画像データを、間引きして取り込みます。 
 

対象デバイス 

SH7455 グループ/SH7456 グループ 

 

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十分
評価してください。 
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1. 仕様 

DRI を特殊モードで動作させ、カメラモジュールからの画像データを取り込みます。その際、指定した領
域のみの画像データを取り込みます。 に を、 に 、

に を示します。 
表 1.1 使用する周辺機能と用途

表1.1 使用する周辺機能と用途 

図 1.1 カメラモジュールの波形
図 1.2 画像データの取り込み範囲

 

周辺機能 用途 

DRI(ダイレクト RAM インプットインタフェース) カメラモジュールから出力される画像データ（パラレル

データ）を CPU の動作を停止させることなく SH7455
の内蔵 SHwyRAM に取り込む 
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図1.1 カメラモジュールの波形 
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取り込み領域

240

320

640

480

X

Y

カメラモジュールの画像データ１フレーム（640×480ドット）中より、240×320ドットの画像データを

取り込みます。取り込み開始位置X、Yはサンプルコード内で指定します。  

図1.2 画像データの取り込み範囲 
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2. 動作確認条件 

本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。 

 

表2.1 動作確認条件 

項目 内容 

使用マイコン SH7455 グループ/SH7456 グループ 

使用デバイス AR カメラボード（製品型名:M3T-M32RUT-ARV2）（注） 

動作周波数 入力周波数：20MHz 
CPU クロック(Ick)：160MHz 
SHwy クロック(SHck)：80MHz 
周辺クロック(Pck)：40MHz 
周辺 A クロック(PAck)：80MHz 

動作電圧 Vcc=PLLVcc=AVcc=3.3V、Vdd=1.5V 

統合開発環境 ルネサスエレクトロニクス製 
High-performance Embedded Workshop Version 4.09.01.007 (以下 HEW) 

ルネサスエレクトロニクス製 
C/C++ compiler package for SuperH RISC engine family V.9.04 Release 01

C コンパイラ 

オプション 
-cpu=sh4a -object="$(CONFIGDIR)¥$(FILELEAF).obj" -debug -gbr=auto 
-chgincpath -errorpath -global_volatile=0 -opt_range=all -infinite_loop=0  
-del_vacant_loop=0 -struct_alloc=1 -nologo 
(上記オプションは、HEW のデフォルト設定です) 

動作モード シングルチップモード 

サンプルコードのバージョン Version 1.00 

使用ボード SH7455 評価ボード (製品型名:R0K474552C000BR/R0K474552C010BR) 

【注】 現在生産を終了しています。 
 
 

3. 関連アプリケーションノート 

本アプリケーションノートに関連するアプリケーションノートを以下に示します。併せて参照してくださ
い。 

 

 SH7455 グループ/SH7456 グループ レジスタ定義ヘッダファイル (R01AN0355JJ) 

 SH7455 グループ/SH7456 グループ DRO と DRI を使用したデータ通信 (R01AN0588JJ) 
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4. ハードウェア説明 

4.1 ハードウェア構成例 

図 4.1 カメラモジュールとマイコンの接続図に を示します。 

Y7
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(垂直同期信号) VSYNC
(水平同期信号) HSYNC

(クロック) PCLK

DDB07 (PA7)
DDB06 (PA6)
DDB05 (PA5)
DDB04 (PA4)
DDB03 (PA3)
DDB02 (PA2)
DDB01 (PA1)
DDB00 (PA0)

DINB0 (PB0)
DINB1 (PB1)
DINB3 (PB3)

SH7455カメラモジュール

画像データ
8bit

カメラモジュールの画像データは、(クロック) PCLKに同期して出力されます。  

図4.1 カメラモジュールとマイコンの接続図 

 

4.2 使用端子一覧 

表 4.1 使用端子と機能

表4.1 使用端子と機能 

に を示します。 

 

端子名 入出力 内容 

PA7/DDB07 入力～PA0/DDB00 入力 入力 画像データ 

PB3/DINB3 入力 入力 データ同期信号（クロック） 

PB1/DINB1 入力 入力 水平同期信号 

PB0/DINB0 入力 入力 垂直同期信号 
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5. ソフトウェア説明 

5.1 動作概要 

サンプルコードでは、高速にデータを取り込むため、DRI 特殊モードを使用しています。特殊モードを使
用した場合のデータ取り込み最小周期は 25ns、特殊モードを使用しない場合は 43.75ns となります。また、
DEC カウンタのデータ間引きを使用して画像データの 1 フレーム内からサンプルコード内で指定した範囲の
画像データを取り込みます。 に を示します。 図 5.1 動作タイミングイメージ

 

図5.1 動作タイミングイメージ 
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表 5.1 各イベントカウンタの設定と動作概要

表5.1 各イベントカウンタの設定と動作概要 

に を示します。 

 

 DEC0 DEC1 DEC2 DEC3 

カウント許可要因 
DIN0 
（垂直同期信号） 

DIN1 
（水平同期信号） 

DIN1 
（水平同期信号） 

DEC2 の 
アンダフロー 

カウントイベント 
DIN1 
（水平同期信号） 

DIN3 
（データ同期信号）

取り込みイベント 
（注） 

DIN3 
（データ同期信号）

カウンタ初期値 
アンダフロー値 
(H’ffff) 

リロード値 

垂直同期信号を起点

とした不要なライン

数 

水平同期信号を起点

とした不要な画素数

1 ラインにおける取

り込み有効画素数 1 ラインにおける有

効画素取り込み後の

不要画素数 

動作概要 

１フレームの始まり

から DIN1 イベント

（水平同期信号：ラ

イン数）をカウント

し、データ取り込み

開始ラインでアンダ

フロー 

1 ラインの始まりか

ら DIN3 イベント

（データ同期信号：

画素数）をカウント

し、データ取り込み

開始位置の前の画素

でアンダフロー 

取り込みイベント発

生から取り込みイベ

ント（取り込み有効

画素数）をカウント

し、データ取り込み

終了位置でアンダフ

ロー 

データ取り込み終了

の次の画素位置から

DIN3 イベント（デー

タ同期信号：画素

数）をカウントし、1
ラインの 後でアン

ダフロー 

【注】取り込み条件を満たした際に DIN3（データ同期信号）から生成され、イベント検出部へ出力される
SH7455 内部のイベント信号 

 
 

図 5.2 DRI データ取り込みタイミング（1 フレーム：4 ライン構成に簡略化）に を示します。この図では 1
フレーム：4 ラインのうち、2 番目と 3 番目のラインの取り込み領域を取り込む設定での動作タイミングを示
します。サンプルコードでは、間引き制御によるデータ取り込み条件を、DEC0 カウンタ、DEC1 カウンタ、
DEC3 カウンタがすべてアンダフロー時のみデータ取り込みに設定しているので、その 3 つのカウンタがす
べてアンダフロー状態になった次の DIN3（データ同期信号）イベント検出から、取り込みイベントとして有
効になります。図 5.2ではそれぞれのカウンタがアンダフロー状態の箇所を強調して記載しています。 
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データ取り込み時の動作を以下に説明します。 

 

(1) DIN0（垂直同期信号）の立ち上がりで DIN0 割り込みが発生し、また DEC0 カウンタもカウント許可に

なります。DIN0 割り込み処理では DRI0 転送カウンタ割り込みを許可に設定します。 

(2) DIN1（水平同期信号）の立ち上がりで DEC1 カウンタと DEC2 カウンタがカウント許可になり、データ

取り込みも許可となります。ただし、間引き制御によるデータ取り込み条件が整っていないため、ここ

ではデータ取り込みは開始しません。 

(3) DEC0 カウンタは DIN1（水平同期信号）の入力数をカウントし、取り込み領域のラインでアンダフロー

します。DEC1 カウンタは DIN3（データ同期信号）の入力数、つまり 1 ライン中の取り込み領域までの

画素数をカウントし、取り込み領域の開始位置の前の画素位置でアンダフローします。なお、DEC3 カ

ウンタは初期設定時にアンダフロー値を設定しています。 

(4) 間引き制御によるデータ取り込み条件である DEC0 カウンタ、DEC1 カウンタ、DEC3 カウンタがすべて

アンダフローすると、次の DIN3（データ同期信号）イベントから取り込みイベントとして有効となり、

DEC2 カウンタのカウントを開始し、データを取り込みます。 

(5) DEC2 カウンタは 1 ライン中の取り込み領域の画素数をカウントします。取り込み領域の終わりで DEC2
カウンタと DRI 転送カウンタはアンダフローし、DRI0 転送カウンタ割り込みが発生します。また、DEC2
カウンタのアンダフローで DEC3 がカウント許可になります。 

(6) DEC3 カウンタは 1 ライン中の残りの画素数をカウントし、1 ラインの最後でアンダフローします。 

(7) DRI0 転送カウンタ割り込み処理ではデータを取り込む残りのライン数をカウントします。取り込み領域

のデータすべてを取り込み後、DRI データ取り込みを禁止に設定し、取り込み処理を終了します。 
 

 

図5.2 DRI データ取り込みタイミング（1 フレーム：4 ライン構成に簡略化） 
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図 5.3 取り込み領域の指定に使用するイベントカウンタ、および変数とそのカウント値
図 5.3

に を示します。ただ
し、イベントカウンタ DEC は設定値+1 のイベントをカウントするため、実際には に記載している値-1
を設定しています。 

 

 

図5.3 取り込み領域の指定に使用するイベントカウンタ、および変数とそのカウント値 

R01AN1337JJ0100  Rev.1.00  Page 9 of 17 

2012.09.10  



SH7455 グループ/SH7456 グループ ダイレクトRAMインプットインタフェースの応用（特殊モード） 

R01AN1337JJ0100  Rev.1.00  Page 10 of 17 

2012.09.10  

5.2 定数一覧 

表 5.2 サンプルコードで使用する定数

表5.2 サンプルコードで使用する定数 

に を示します。 

 

定数名 設定値 内容 

SENSOR_WIDTH 640 カメラモジュールの画像データの画素数 

SENSOR_HEIGHT 480 カメラモジュールの画像データのライン数 

PICT_WIDTH 240 DRI の取り込み有効画素数 

PICT_HEIGHT 320 DRI の取り込み有効ライン数 

V_START_POS 80 DRI の取り込み開始ライン 

H_START_POS 50 DRI の取り込み開始画素 

CAP_NOT_END 0 取り込み未終了を示す 

CAP_END 1 取り込み終了を示す 

 
 

5.3 変数一覧 

表 5.3 グローバル変数

表5.3 グローバル変数 

に を示します。 

 

型 変数名 内容 使用関数 

unsigned short g_hsync0_ct HSYNC カウンタ 

未取り込みライン数を示す 

dri0_start、
dri0_tr_counter_int 

signed long g_dri0_cap_eflag 取り込み状態を示す 
0：取り込み未終了 

1：取り込み終了 

main、dri0_start、
dri0_tr_counter_int 

 
 

5.4 関数一覧 

表 5.4 関数

表5.4 関数 

に を示します。 

 

関数名 概要 

main メイン処理 

dri0_init DRI0 の初期設定 

dri0_start DRI0 のデータ取り込み開始 

dri0_vsync_int DIN0 イベント（垂直同期信号）検出の割り込みで実行する処理 

dri0_tr_counter_int DRI0 の転送カウンタ割り込みで実行する処理 
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5.5 関数仕様 

サンプルコードの関数仕様を示します。 

 

main 

概 要 メイン処理 

ヘッダ dri.h、typedefine.h 
宣 言 void main(void) 

説 明 DRI0 を使用してカメラモジュールから出力される画像データ（パラレルデータ）を

CPU の動作を停止させることなく SH7455 の内蔵 SHwyRAM に取り込みます。 

引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 

dri0_init 

概 要 DRI0 の初期設定 

ヘッダ machine.h、typedefine.h、iodefine.h 

宣 言 void dri0_init(void) 

説 明 ポートの設定、割り込みコントローラ(INTC)の設定、DRI0 の初期化を行います。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
dri0_start 

概 要 DRI0 のデータ取り込み開始 

ヘッダ dri.h、typedefine.h、iodefine.h 
宣 言 void dri0_start(unsigned long *dst, unsigned short offset_x, unsigned short offset_y) 

説 明 カメラモジュールの画像データを、間引いて取り込むように、DRI0 を設定します。

DRI0 のイベント検出方法を設定して、データの取り込みを開始します。 

引 数  unsigned long *dst : DRI0 転送先である SHwyRAM 上のアドレス 
  unsigned short offset_x : 水平同期信号を起点とした不要な画素数 
  unsigned short offset_y : 垂直同期信号を起点とした不要なライン数 

リターン値 なし 
 
 

dri0_vsync_int 

概 要 DIN0 イベント（垂直同期信号）検出割り込みで実行する処理 (割り込み関数) 

ヘッダ iodefine.h 

宣 言 void dri0_vsync_int(void) 

説 明 DRI0 の割込み要求ステータスをクリアします。また、DRI0 の転送カウンタ割り込み

要求を許可にします。 

引 数 なし  

リターン値 なし 
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dri0_tr_counter_int 

概 要 DRI の転送カウンタ割り込みで実行する処理(割り込み関数) 

ヘッダ typedefine.h、iodefine.h 
宣 言 void dri0_tr_counter_int (void) 

説 明 DRI0 の転送割り込み要求ステータスをクリア後、HSYNC カウンタを 1 減算します。

HSYNC カウンタが 0 のとき、DRI0 のイベント検出を入力無効に、データ取り込み

を禁止に、割り込み要求をマスクに、取り込み状態を取り込み終了に設定します。 
引 数 なし  

リターン値 なし 
 
 

5.6 フローチャート 

 

5.6.1 メイン処理 
図 5.4 メイン処理に のフローチャートを示します。 

main

DRI0の初期設定
dri0_init()

DRI0のデータ取り込み開始
dri0_start()

DRI0の取り込み完了？
未完了

完了

 

図5.4 メイン処理 
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5.6.2 DRI0 の初期設定 
図 5.5 DRI0 の初期設定に のフローチャートを示します。 

dri0_init

割り込み要求をマスク

return

SRレジスタ

    BLビット ← 1 ： 割り込み要求をマスク

MSTPCR0レジスタ ← H'3C1D
MSTPCR0KEYビット = H'3C ： 下位ビットの書き換え許可

    DRI0ビット = 0 ：  DRI0 は動作

PALVRレジスタ ← H'0088 ： ポートAの入力しきい値と、ポートBの入力しきい値を、

CMOS 入力、0.35Vcc 選択 に設定

PACR2レジスタ ← H'3333
    PA7MDビット～PA4MDビット = 011b ： DDB07 入力（DRI）～DDB04 入力（DRI） を選択

PACR1レジスタ ← H'3333
    PA3MDビット～PA0MDビット = 011b ： DDB03 入力（DRI）～DDB00 入力（DRI） を選択

PBCR1レジスタ ← H'3033
    PB3MDビット = 011b ： DINB3 入力（DRI） を選択

    PB1MDビット～PB0MDビット = 011b ： DINB1 入力（DRI）～DINB0 入力（DRI） を選択

DRI0DINISTレジスタ ← H'00
    DIN5ISビット～DIN0ISビット= 0 ：  DIN5 割り込み要求～DIN0 割り込み要求ステータスを

割り込み要求なしに設定

DRI0DINIENレジスタ ← H'00
    DIN5IENビット～DIN0IENビット= 0 ：  DIN5 割り込み要求～DIN0 割り込み要求をマスク（禁止）

DRI0DECISTレジスタ ← H'00
    DEC5ISビット～DEC0ISビット= 0 ：  DEC5 割り込み要求～DEC0 割り込み要求ステータスを

割り込み要求なしに設定

DRI0DECIENレジスタ ← H'00
    DEC5IENビット～DEC0IENビット= 0 ：  DEC5 割り込み要求～DEC0 割り込み要求をマスク（禁止）

DRI0TRMISTレジスタ ← H'00
DTRFISビット = 0 ：  DRI0 転送カウンタ割り込み要求なし

DCPEISビット = 0 ： 取り込み許可エラー割り込み要求なし

OVREISビット = 0 ： オーバランエラー割り込み要求なし

ADR1ISビット = 0 ： DRI0 アドレスカウンタ 1 割り込み要求なし

ADR0ISビット = 0 ： DRI0 アドレスカウンタ 0 割り込み要求なし

DRI0TRMIENレジスタ ← H'00
DTRFIENビット = 0 ：  DRI0 転送カウンタ割り込み要求マスク（禁止）

DCPEIENビット = 0 ： 取り込み許可エラー割り込み要求マスク（禁止）

OVREIENビット = 0 ： オーバランエラー割り込み要求マスク（禁止）

ADR1IENビット = 0 ： DRI0 アドレスカウンタ 1 割り込み要求マスク（禁止）

ADR0IENビット = 0 ： DRI0 アドレスカウンタ 0 割り込み要求マスク（禁止）

INT2MSKCRレジスタ

    DRI0ビット ← 1b ：  DRI0 割り込みマスククリア

INT2PRI4レジスタ

DRI0ビット ← H'02 ：  DRI0 割り込みの優先順位をレベル2に設定

PDRIRレジスタ

PDRI0MDビット ← 01b ：  DINB0、DINB1、DINB3、DDB00～DDB31 端子からの

入力を、DRI0への入力として与える

DRI0DDENレジスタ ← H'0000 00FF
    DD31ENビット～DD8ENビット = 0b ： DD31～DD08入力禁止

    DD7ENビット～DD0ENビット = 1b ： DD07～DD00入力許可

SRレジスタ

    BLビット ← 0 ： 割り込み要求を許可に設定

クロックの供給を開始

ポートの設定

割り込み要求ステータスをクリア

割り込み要求をマスク（禁止）

割り込みコントローラの設定

データの選択

データ入力の設定

割り込み要求を許可

 

図5.5  DRI0 の初期設定 
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5.6.3 DRI0 のデータ取り込み開始 
図 5.6 DRI0 のデータ取り込み開始（1/2）に のフローチャートを、 に

を示します。 
図 5.7 DRI0 のデータ取り込み開始（2/2）

dri0_start

ローカル変数の宣言と初期化
g_dri0_cap_eflag ← CAP_NOT_END ： (=0) DRIの取り込み状態を示す変数g_dri0_cap_eflagに取り込み未終了を

設定

：その他ローカル変数の初期化

DRI0DINIENレジスタ

DIN0IENビット ← 1b ： DIN0割り込み要求許可

DRI0SPMODレジスタ ← H'08
SPCPSLビット = 00b ： 特殊モード制御部取り込みクロックに、DINB3を選択

SPMEN ビット = 1 ： 特殊モード許可

SPISLビット = 0 ： DIN1 が "L"レベルにあるときに初期化を行う

SPRSMビット = 0 ： DIN1 ダイレクトリセット

SPSSLビット = 0 ： 取り込みエッジを立ち下がりに設定

DRI0TRMCNTレジスタ ← H'01
ADSLビット = 00b ： DRI0 アドレスカウンタ 0 選択

ADMDビット = 0b ： 連続モード

DRST  ビット = 1b ： 動作許可

DRI0DCAPNUMレジスタ ← PICT_WIDTH ： (=240)
DCAPNUMビット = PICT_WIDTH ： (=240) イベント数に、1ラインにおける取り込み有効画像数を設定

DRI0ADR0CTレジスタ ← pdst & 0x0007FFFC
DRIAD0ビット = pdst & 0x0007FFFC ： アドレスカウンタに、SHwyRAM上のアドレスのA18～A2を指定

DRI0DEC0CTレジスタ ← offset_y - 1
DEC0CTビット = offset_y - 1 ： DEC0カウンタに、垂直同期信号を起点とした不要なライン数を設定

DRI0DEC0RLDレジスタ ← offset_y - 1
DEC0RLDビット = offset_y - 1 ： DEC0カウンタのリロード値に、垂直同期信号を起点とした不要な

ライン数を設定

DRI0DEC1CTレジスタ ← offset_x - 1
DEC1CTビット = offset_x - 1 ： DEC1カウンタに、水平同期信号を起点とした不要な画素数を設定

DRI0DEC1RLDレジスタ ← offset_x - 1
DEC1RLDビット = offset_x - 1 ： DEC1カウンタのリロード値に、水平同期信号を起点とした不要な

画素数を設定

DRI0DEC2RLDレジスタ ← PICT_WIDTH – 1 ： (=239)
DEC2RLDビット = PICT_WIDTH – 1 ： (=239) DEC2カウンタのリロード値に、1 ラインにおける取り込み有効

画素数を設定

DRI0DEC3CTレジスタ ← H'FFFF
DEC3CTビット = H'FFFF ： DEC3カウンタを、アンダフロー状態に設定

DRI0DEC3RLDレジスタ ← (SENSOR_WIDTH - PICT_WIDTH) - offset_x - 1 ： (640 – 240) - offset_x - 1
DEC3RLDビット = (SENSOR_WIDTH - PICT_WIDTH) - offset_x – 1 ： (640 – 240) - offset_x - 1

： DEC3カウンタのリロード値に、1ラインにおける間引き取り込み後の

不要画素数を設定

イベント検出による

割り込み要求を設定

特殊モードの設定

転送制御の設定

データ取り込みを行うイベント数を

設定

転送先SHwyRAMアドレスを指定

DECカウンタのカウンタ値を設定

DECカウンタのリロード値を設定

A

 

図5.6  DRI0 のデータ取り込み開始（1/2） 
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図5.7  DRI0 のデータ取り込み開始（2/2） 
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5.6.4 DIN0 イベント（垂直同期信号）検出割り込みで実行する処理 
図 5.8 割り込みで実行する処理に のフローチャートを示します。 

 

図5.8 DIN0 イベント（垂直同期信号）検出割り込みで実行する処理 

 

5.6.5 DRI0 の転送カウンタ割り込みで実行する処理 
図 5.9 DRI0 の転送カウンタ割り込みで実行する処理に のフローチャートを示します。 

dri0_tr_counter_int

割り込み要求ステータスのクリア

return

DRI0TRMISTレジスタ ← H'00
DTRFISビット = 0 ：  DRI0 転送カウンタ割り込み要求なし

DCPEISビット = 0 ： 取り込み許可エラー割り込み要求なし

OVREISビット = 0 ： オーバランエラー割り込み要求なし

ADR1ISビット = 0 ： DRI0 アドレスカウンタ 1 割り込み要求なし

ADR0ISビット = 0 ： DRI0 アドレスカウンタ 0 割り込み要求なし

DRI0DINCNTレジスタ ← H'0000
DIN3EDビット ← 00b ：  DIN3 イベント検出に、入力無効を選択

DIN1EDビット ← 00b ：  DIN1 イベント検出に、入力無効を選択

DIN0EDビット ← 00b ：  DIN0 イベント検出に、入力無効を選択

DRI0DCAPCNTレジスタ ← H'0000
DEXSLビット = 000b ： 取り込み許可外部要因非選択

DCPENビット = 0 ： データ取り込み禁止

DRI0TRMIENレジスタ ← H'00
DTRFIENビット = 0 ：  DRI0 転送カウンタ割り込み要求マスク（禁止）

DCPEIENビット = 0 ： 取り込み許可エラー割り込み要求マスク（禁止）

OVREIENビット = 0 ： オーバランエラー割り込み要求マスク（禁止）

ADR1IENビット = 0 ： DRI1 アドレスカウンタ 0 割り込み要求マスク（禁止）

ADR0IENビット = 0 ： DRI0 アドレスカウンタ 0 割り込み要求マスク（禁止）

DRI0DINIENレジスタ ← H'00
DIN5IENビット～DIN0IENビット = 0 ： DIN5～DIN0割り込み要求マスク(禁止)

g_dri0_cap_eflag ← CAP_END ： (=1) DRI0の取り込み状態を示す変数g_dri0_cap_eflagに
取り込み終了を設定

HSYNCカウンタを － 1

HSYNCカウンタ ＝ 0 ?

No

Yes

データ取り込みを禁止に設定

イベント検出を無効に設定

割り込み要求をマスク

取り込み状態を設定

（注）

【注】 サンプルコードではDRI0転送カウンタ割り込み以外のDRI0転送割り込みを使用していません。エラー割り込みなどの他のDRI0転送割り込み処理を

使用する場合には、必要に応じて割り込み要求要因判定、割り込み処理等を追加してください。  

図5.9  DRI0 の転送カウンタ割り込みで実行する処理 
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6. サンプルコード 

サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。 
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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